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研究成果の概要（和文）：本研究では、13 世紀後半～16 世紀初頭にかけて中英語で著された宗教文学作品を対
象として、キリスト教の「予定説」がいかに論じられているかについて調査した。その結果、予定説について神
学的な解説を試みる英語作品が存在する一方で、救済における自由意志の役割を強調して、あえて予定説には触
れない傾向も一般信徒や修道女を対象とした作品に認められることが明らかとなった。さらに、ナラティブ文学
における予定説の主題化について、チョーサーを対象として研究し、一般信徒にとって難解な、予定と自由意志
の表面的矛盾の問題に対して、ひとつの回答が試みられていることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study explored the reception of the doctrine of predestination in 
Middle English religious writings composed between the 13th and the early 16th centuries. While 
there are a few Middle English texts that try to elucidate predestination from a theological angle, 
there are several texts intended for the laity or nuns, where the issue of predestination is 
consciously evaded in view of the didactic emphasis on the free will at salvation. This study also 
dealt with the reception of the doctrine of predestination in narrative texts, especially in 
Chaucer; it could be argued that Chaucer tried to answer the difficult issue of the apparent paradox
 of predestination and free will.

研究分野：英文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
西洋中世において、運命は神の計画によってあらかじめ定まっているとする予定説と個人の自由意志の関係性
は、死後の救済と直接関わる本質的課題であるが、神学的素養の無い一般信徒には難しい論点である。本研究
は、中世後期に英語で書かれた主に一般信徒向けの宗教文学において、一見矛盾するようにみえるこの論点がい
かに説明されているか（あるいは避けられているか）を分析した。そこには、教義を正確に教えることと、信徒
を改悛と救済へと導くという実践とのあいだの葛藤が具体的に認められるが、それは教化や教育における普遍的
な課題で有り、歴史的事例を扱った本研究はそのためにひとつの視座を提供する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 第４ラテラノ公会議(1215)から宗教改革期に至る、13 世紀後半～16 世紀初頭のイングラン
ドにおいて、救済における「予定説」(praedestinatio)と自由意志との関係は、多くの神学者に
よって取り上げられた神学的論題であった。人間の運命は神の摂理のもとで予め定められてい
るとする「予定説」は、その根拠を聖書に遡る、キリスト教の基本教理のひとつである。中世の
予定説は、救済される者と地獄落ちする者の両方があらかじめ「予定されている」とする、カル
ヴァンに代表されるプロテスタントの二重予定説ではない。アウグスティヌスは『エンキリディ
オン』において、一部の者が選ばれて神の恩寵により永遠の生へと定められる一方で、選ばれな
い者は、神に見捨てられたのではなく、自らの意志で滅びを選んだと主張している。また、トマ
ス・アキナスは、神の意志には、全ての理性的被造物の救済を意図する先行的意志と、それぞれ
特定の状況下にある被造物に個別に向けられる帰結的意志の２つがあり、後者においては個人
の意志が働く余地を認めている。 
 両者共に予定説と自由意志を共存させる解釈を展開しているが、そのための論理を、神学的素
養のない平信徒に俗語で説明することは容易ではない。平信徒の教導においては、予定説には触
れずに、神からの贈り物である自由意志のみに焦点を当てて、救済も滅びも自己責任であるとし
て信徒の悔悛を促すほうが分かり易く、実際こうした単純化は中英語の教訓詩においてはしば
しば見られる。 
 しかしその一方で、全てのキリスト教徒が年に 1 回罪を告白することを命じた第４ラテラノ
公会議以降、信徒が自ら自己分析をして罪を認識できるように、平信徒（そして彼らを教導する
任にある教区司祭）に基本教義を英語で教える必要が生じた。その目的のために、聴罪手引書、
キリスト教道徳をまとめた大全、カテキズムの注解書などがラテン語から（時にアングロ・ノル
マン語を介して）英語に翻案され、同時に新たに英語でも著された。これらは、カテキズムに基
づいて基本教理の全体像を教える目的も有しており、神学的な論点も取り上げている。さらに、
14 世紀後半には英語を用いて高度な神学的議論を展開する「俗語神学」作品も増加し、それら
は、1409 年のアランデル教令以降も読書対象として流通していたことが指摘されている。こう
した作品においては予定説も取り上げられ、この複雑な教義を平信徒に教えるためのさまざま
な方策が認められる。予定説と自由意志の関係は死後の救済と直接関わる論題であり、その正し
い理解を平信徒に授けることは、信徒はいかなる姿勢で救済へと向かうべきかという、平信徒の
教化と直接に関わる根本的課題だったと言えるのである。 
 このように予定説は、中世の宗教文学史においてもキリスト教思想史においても重要な研究
課題であるにもかかわらず、オッカムやウィクリフなど個別の思想家を対象とした比較的少数
の思想史的研究が存在するにとどまっており、特に予定説の俗語（特に英語）での扱われ方につ
いてはほとんど研究されていない。中英語の世俗文学への影響についても、チョーサーの 
Troilus and Criseyde の分析において predestination をキーワードとした研究論文が数点あ
るのみで、本研究開始当初においては、テーマの重要性にも関わらず等閑視されていた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、未刊行のものも含む 13 世紀後半～16 世紀初頭の中英語の宗教文学作品における
「予定説」(praedestinatio)および自由意志に関する記述を、写本間の異同を含めて収集し、そ
れを写本固有の読者層や編纂方針と関連づけて分析する。この神学的論題が、必ずしもラテン語
を介さない読者層（平信徒や教区司祭）のあいだで、いかに変容しつつ受容されたかを文学史お
よび書物史の視点から跡付けることで、中世後期イングランドにおけるキリスト教教義の教授
と伝播の実体を具体的に明らかにすることが目的である。研究には以下の３つのフェーズがあ
る。 
 
（１）中英語で記された宗教文学における用例の収集。予定説と自由意志についての本格的な解
説が見いだされるのは、第４ラテラノ公会議以降に編纂された大全やカテキズムの注解書にお
いてだが、これらについては未だ校訂も研究も不十分である。本研究は、この未開拓分野におけ
る主要作品の解題と部分的校訂もひとつの目的とする。 
 
（２）個別例の分析において、写本固有の制作事情に注意を払い、写本間の異同および（翻訳テ
クストの場合は）ラテン語あるいはフランス語原典との差異を記録し、その意義を写本固有の読
者層や編纂方針との関連で明らかにする。 
 
（３）（１）、（２）の調査結果に基づき、13 世紀後半から 16 世紀初めまでの中英語宗教文学を
対象として、予定説と自由意志に関する記述を辿り、その特徴をテクストのジャンルや写本の読
者層に関連づけて分析し、俗語神学の文脈において、予定説と自由意志をめぐる議論が、神学的



議論と実践的教訓との中間点で揺らいでいた様を明らかにする。さらにその結論を応用して、ナ
ラティブ文学における予定説と自由意志の主題化について、個別研究を行う。 
 
 
 
 
３．研究の方法 
 
（１）１次資料の分析方針 
 中英語の宗教文学を対象として、(a)予定説と自由意志に関する記述の収集、(b)未刊行テキス
トを対象とする場合には該当箇所のトランスクリプションと校訂、(c)該当箇所が含まれる作品
についての写本単位の読者層および編纂方針の分析、をすすめる。英語作品が、ラテン語やフラ
ンス語からの翻訳やパラフレーズである場合は、ソースとなるヴァージョンもあわせて調査し、
差異を記録する。また、個々のテクストについて、写本におけるコンテクストを確認し、写本間
の差異も記録する。 
 
（２）調査対象および分析の視点 
 調査対象を、作品の機能や制作理由により、① 総括的なキリスト教教義の大全、② ディヴォ
ーショナルな教化文学、③ 説教、④ 神秘主義文学、⑤ ウィクリフ派文学とそれに対抗する正
統派作品の５カテゴリーに整理して、順次調査を進める。 
 ① 総括的なキリスト教教義の大全－ 第４ラテラノ公会議(1215)の教令、およびそれに基づ
いてイングランドで発布されたランベス司教令(1281)を反映して編纂された、総括的なキリス
ト教教義の大全について、該当箇所の収集と、それらが含まれている作品の写本についての書物
史的調査、さらに写本間の異同の記録をすすめる。主要な調査対象の作品は以下の通りである。
オルレアンのラウレンティウス作 Somme le roi（1279）のアングロ・ノルマン語原典及び複数
の中英語バージョン（i.e. The Aȝenbite of Inwit (1340), The Book of Vices and Virtues 
(c.1375)、ウィリアム・オヴ・ナシントン作 Speculum vitae（14 世紀前半）、A Myrour to Lewed 
Men and Wymmen (14 世紀後半－15 世紀初期)）、ロバート・マニング作 Handlying Synne (c. 
1270)、ジョン・マーク作 Instructions for Parish Priests（c.1380-90）、The  Lay  Folks’  
Catechism  (1357)、Speculum  Christiani  (c.  1350)、Memoriale Credentium（15 世紀初
頭）、The Pricke of Conscience(c.1350)、Dives and Pauper (c. 1405-10), エドマンド・オ
ヴ・アビンドン作 Speculum Ecclesie（15 世紀の英訳及び 13 世紀初頭のラテン語原典）。 
 ② ディヴォーショナルな教化文学―  カテキズムの解説にディヴォーショナルな要素を付
け加えた作品として、The Chastising of God’s Children (1390 年頃)、ハインリッヒ・ゾイ
ゼ作 Horologium Sapientiae（14 世紀前半）の中英語訳（およびラテン語原典）、ウィリアム・
フリート作 De Remediis contra Temptationes (1352-8)、the Holy Boke Gracia Dei (14 世
紀後半), The Ladder of Foure Ronges (15 世紀)、A Book to a Mother (14 世紀後半) を主
たる対象とする。 
 ③ 説教― 1 年のサイクルおよび単独で現存する 14～15 世紀の中英語説教を、O’Mara and 
Paul, Repertorium (2007)を活用して調査し、また、South English Legendary（13 世紀後半）
に代表される説教の要素を含んだ聖人伝集もあわせて調査する。 
 ④ 神秘主義文学― 14 世紀後半のリチャード・ロウルとウォルター・ヒルトンの英語散文を
中心に、修道院文学が平信徒の読書対象として受容されていく過程に特に注目しつつ、予定説と
自由意志に関する記述を分析する。 
 ⑤ ウィクリフ派文学とそれに対抗する正統派作品― ロラード派の主張を明確なかたちで反
映したテクストとしては、Twelve Conclusions of the Lollards (14 世紀末) に代表される教
義上の論点集、ロラード派のカテキズム概説書である The Lantern of Light (1409-14)、さら
にロラード派の説教集を調査し、同時に、ロラード派に対抗することを意識して制作された正統
派の作品として、ジョン・マークの祝日説教集 Festial (c.1390),レジナルド・ピーコック作 
The Reule of Christian Religion（15 世紀前半）を取り上げ、予定説の解説における両者の視
点の差異を明確化する。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）「研究の方法」で記した５つのカテゴリーに基づいて、中英語で記された宗教文学におい
て予定説と自由意志が扱われている箇所を集め、傾向を分析した。もっとも用例が多いことが想
定された「第４ラテラノ公会議(1215)後に編纂された「総括的なキリスト教教義の大全」におい
ては、Dives and Pauper (c. 1405-10)、The Book to a Mother, The Lucidarye において、特
に詳しい記述や言及が見いだされた。ディヴォーショナルな教化文学および説教文学において
は、特に The Chastising of God’s Children (1390 年頃)およびその関連作品である The 
Prickynge of Love (Stimulus amoris の中英語版)において、予定説へに関してかなり専門的な
解説が見いだされる一方で、平信徒の教導に配慮してあえて予定説に触れないという、一見矛盾



する傾向も認められた。14世紀において独自の予定説を展開している、ウィクリフと Julian of 
Norwich についてもその論点を整理した。 
 
（２）カテキズム的性格を持つ未刊行作品の調査と校訂－ ロンドン大英図書館において、14-
15 世紀の中英語およびラテン語による未刊行宗教散文の写本（MS Royal 8. F. 7, MS Arundel 
507, MS Addit. 22270）を精査し、カテキズムに関する小論を含む未刊行散文作品の転写をおこ
なった。たとえば Baculus viatoris (MS Royal 8. F. 7, fols 45v-51v)はラテン語散文だが中
英語の引用を含む、カテキズム提要である。しかし、英語を部分的に使用してポイントを要約す
るやり方は、明らかに一般信徒を念頭においている。こうした部分的に中英語を含むラテン語の
教化文学も調査対象に含めたことで、予定説の一般信徒による受容に関して複数のチャンネル
が存在し、俗語のみの分析からでは十分に見えてこない複雑さ――多様な読者層にあわせて複
数言語を使って教化するという柔軟な対応－－が具体的に明らかになった。 
 
（３）ラテン語原典および中世フランス語版との比較研究－ 1100 年より少し前にイングラン
ドで記されたとされる Elucidarium は、ラテン語原典のみならずフランス語や英語でも流通し
たポピュラーなキリスト教教義の入門書で、予定説についてかなり詳しい議論を含んでいる。中
英語版の The Lucidarye を、はラテン語原典および複数の中世フランス語と比較した結果、意図
された読者層と作品の機能が変化するにつれて、予定説に関する解説も変化し、自由意志との表
面的矛盾を回避すべく簡略化されていることが明らかとなった。 
 
（４）中英語ナラティブ文学における予定説の主題化－ 宗教文学の調査によって見えてきた
予定説の受容をめぐる傾向を下敷きとして、中英語のナラティブ文学において予定説がいかに
主題化されているかについて、作品を絞って個別研究を進めた。特に、Geoffrey Chaucer 作品
における予定説に注目した。チョーサーは、特にアウグスティヌス、ボエティウス、ブラッドワ
ルディンの予定説について熟知していて、Troilus and Criseyde や’Nun’s Priest’s Tale’
において具体的に言及している。しかし、予定説はむしろ、直接の言及がない’The Man of Law’
s Tale’や’The Second Nun’s Tale’といった宗教的なナラティブにおいて意識的に主題化
されていることが明らかとなった。チョーサーは、14 世紀の予定説をめぐる神学的論争を念頭
におきつつ、こうした宗教ナラティブ作品において、予定と自由意志の表面的矛盾の問題に対し
て、ひとつの回答を提示していると結論づけられる。 
 
 中世文学研究において予定説はこれまでほとんど論じられてこなかったため、予定説をめぐる
以上の研究成果を論文や学会発表により国内外に発表したことはそれ自体有意義であり、加え
て、平信徒の教化のために教義的妥協が必要となる論題を取り上げたことで、キリスト教教義が
平信徒へと伝播し、民衆レベルのキリスト教信仰として受容されるプロセスとそこで生じる諸
問題が具体的に明らかとなった。 
 また、新型コロナウィルスの影響で 2020 年３月に予定していた海外出張を中止せざるをえな
かったため、研究期間の延長を余儀なくされたが、出張により予定していた資料調査や打合せに
ついては、デジタルコンテンツや遠隔会議により代替できたことを付記する。 
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